
 令和４年農林水産省ＨＰ掲載 家族経営協定締結事例 

夫婦の力で面積拡大！ハーブの安定生産で経営発展をめざす 

 

○屋号・法人名等  Ａ農場 

○所 在 地  千葉県夷隅郡大多喜町 

○生 産 品 目  ハーブ類（イタリアンパセリ、ルッコラ等）  

○締 結 年  平成３０年 

 

○構成員とその状況 

構成員 年代 認定農業者 

 

認定新規 

就農者 

農業次世代 

人材投資資金 

農業者年金

の加入者 

経営主（夫） 40 代  ○ ○  

経営主の妻 40 代  ○ ○  

 

○締結のきっかけ 

・元々農業を志し、修行のためハーブ園で働いていたが、独立したタイミングで家族経営協定を結

んだ。 

・農業次世代人材投資資金を申請する際に、農業事務所の普及指導員から家族経営協定を勧め

られ、夫婦受給することとした。 

 

○取り決め概要（ポイント） 

 ・経営改善計画に掲げた目標所得を家族経営協定内にも明記した。目標を達成するために経営を

計画し、営農している。 

 ・夫が経営管理と栽培管理全般を担い、妻は簿記の知識を生かして経営管理の補助と家事・育児

を行うなど、各々の得意分野で役割分担した。 

 ・子育ての合間を縫いながら、研修や視察などに参加するようにしている。 

 

○締結の効果 

 ・経営方針や目標を家族で共有したことで、夫婦２人でハウスを７棟から１０棟に自力で増設し経営

面積を拡大するなど、将来を見据えた計画的な経営管理に繋がっている。 

・経営面と生活面の役割を書き出すことで、家族で共有でき、営農の円滑化にも繋がっている。 

 ・普段からこまめに話し合いをすることで、経営の反省や計画をしている。 

 

  

  

  

 

 


